
募集要項請求先・応募先

応募締切時点で、高等学校、中等教育学校後期課程ま

たは高等専門学校（1 ～3年生）等に在籍する生徒。

財団法人日本科学技術振興財団

応募者は「参加申込書」に必要事項を記入の上、

（財）日本科学技術振興財団サイエンスキャンプ事務

局に応募締切日必着にて送付して下さい。

募集要項はサイエンスキャンプ事務局にご連絡いた

だき取り寄せるか、ホームページ

http//ppd.jsf.or.jp/camp/をご覧下さい。

（1）「参加申込書」にもとづいて、各プログラムの会場

又は日本科学技術振興財団が選考を行い、参加者

を決定します。

（2）選考結果は2004年12月上旬に応募者本人宛で通

知します。また、参加者には「参加証」と集合

場所への経路、持ち物、生活ルール等の詳細を

明記した「参加のしおり」をお送りします。

（3）参加費 8,000円（実費の一部に充当します）なお、

自宅と会場間の交通費は自己負担となります。

（4）参加者には保護者承認書、健康調査・問診票等

の書類を提出していただきます。

は じ め に

応 募 資 格

応 募 方 法 と 応 募 締 切 日

選 考 方 法 お よ び 決 定 等

実 施 運 営 機 関

2004年11月17日（水）＜必着＞応募締切日

先進的科学技術体験合宿! 研究者と会える2泊3日

2004年12月上旬選考結果通知日

文部科学省

主 　 催

ウインター・サイエンスキャンプは、ライフサイエンス分野、環境分野、ナノテクノロジー・材料分野、エネルギ

ー分野などの先進的な研究テーマに取り組み、様々な最先端の研究成果や研究施設・実験装置等を有する大学・研

究所を会場とした科学技術体験合宿プログラムです。全国の高等学校、中等教育学校後期課程または高等専門学校

の1～3年生等が参加して、10名～30名の規模で3～4日かけて日頃触れる機会のない研究現場での講義・実験・実習

を行います。

会場では、大学や公的研究機関の最先端の実験施設・実験装置・設備などを活用し、第一線で活躍する研究者か

ら直接指導していただけます。参加した皆さんは、各プログラム内容を体験するだけでなく、科学技術の最前線を

かいま見ることができます。また、研究者とじかに接することで、科学的なものの見方や考え方、研究に取り組む

姿勢なども学びとることができるでしょう。

今回のウインター・サイエンスキャンプでは、大学・公的研究機関の協力のもと、研究者が皆さんに期待を込め

て、様々なテーマですばらしいプログラムを用意してくださいました。是非たくさんの皆さんが参加されることを

期待しています。

2004年12月・2005年1月開催　/ 応募締切日 2004年11月17日（水）

参加者募集参加者募集

財団法人 日本科学技術振興財団　振興部内　
サイエンスキャンプ事務局
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号
電話：03-3212-2454
FAX：03-3212-0014・03-3212-8449
ホームページ：http://ppd.jsf.or.jp/camp/
E-mail：camp@jsf.or.jp



募集人数：16名

国立大学法人　北海道大学大学院　理学研究科
2004年12月25日（土）午後5時～27日（月）午後2時30分　2泊3日

住所：
宿舎：
交通案内：
URL：

北海道札幌市北区北十条西8
ホテルサンルート札幌

JR「札幌駅」から徒歩約10分
http://www.hokudai.ac.jp/science/

プログラム：豊かで独創的な科学的思考は、日本の将来を支える土台です。電気抵抗
がゼロになる超伝導。なぜでしょう? 本プログラムでは、高温超伝導をひとりひとり作
製し、簡単な超伝導の実験をします。オランダのカマリン・オンネスが初めて超伝導を
発見したのは、－269℃という極低温でした。1911年のことです。ところが1986年、ス
イスのベドノルツとミュラーが理論上ありえない高温（－238℃）で超伝導になる物質
を発見したのです。驚くべき事に、その翌年、チュー（アメリカ）がより高い（－
180℃）超伝導体を見つけ、世界中の科学者の一大競争が始まりました。その解明は現
代物性物理学最大の難関。チャレンジングなテーマですが、まだ解明されていません。
強力磁石、送電、微弱磁場センサ、超高速デバイスへの応用が期待されます。室温で超
伝導になれば世界が変わります。あなたも「マイ超伝導体」を作ってみませんか?

超伝導を作ろう～高温で見い出された超伝導体の謎～

募集人数：20名

国立大学法人　北見工業大学　工学部
2005年1月7日（金）午後2時～9日（日）午後2時　2泊3日

雪と氷の世界～雪結晶の仕組みから燃える氷・メタンハイドレートまで～

募集人数：10名

国立大学法人　東北大学大学院　工学研究科
2005年1月7日（金）午後0時30分～ 9日（日）午後2時　2泊3日

新素材研究の最前線を知ろう

募集人数：12名

国立大学法人　山形大学　工学部　機能高分子工学科
2004年12月23日（木・祝）午後5時～25日（土）午後2時　2泊3日

有機の光で照らしてみよう～有機ELを作る～

募集人数：18名

国立大学法人　筑波大学　工学システム学類
2004年12月25日（土）午後0時30分～27日（月）午後2時30分　2泊3日

燃料電池を作って水素から電気を起こそう

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

北海道北見市公園町165
北見工業大学　屈斜路研修所

「女満別空港」より空港連絡バス（北
見行）約45分「工業大学入口」下車
JR「札幌駅」よりJR特急オホーツ
ク約4時間40分
JR「北見駅」下車路線バス約10分
「工業大学入口」下車徒歩5分

http://www.kitami-it.ac.jp/

プログラム：北海道の冬を体験し、次のような項目の中で、雪や氷の結晶を観察
するとともに、雪結晶生成のしくみ、氷結晶の特徴、温度とは何かなどを考えま
す。1.氷の密度、比熱などの物理的性質、氷結晶の仕組みを学びます。2.雪の結晶
の種類、その生成条件を学びます。3.積雪の種類、積雪の変化について学びます。
4.冬の寒さはどこまで温度が下がるのかを考えます。5.南極越冬体験記の講義から、
極地では何を観測しているのかを知ります。6.雪の中にある不思議な緑の空間を
訪れ、雪山を歩く体験をします。7.温度とは何かを考え、X線も可視光線も赤外線
も同じ電磁波であることを学び、赤外放射カメラにより、色々なものの温度を測
ります。8.燃える不思議な氷・メタンハイドレートとは何かを学びます。

住所：

宿舎：
交通案内：

URL：

仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-02
青葉山キャンパス
チサンホテル仙台

JR「仙台駅」より路線バス約
20分「工学部中央前バス停」
下車徒歩約2分

http://www.material.tohoku.ac.jp/

プログラム：21世紀の科学・技術を支える新素材研究について、理解を深めて
もらうプログラムです。東北大学工学部マテリアル・開発系は、東北帝国大学
金属工学科として創設以来、常に世界の先端をゆく新材料を世の中に送り出し
てきました。最新の研究にふれると共に、研究の基礎となる材料科学に親しん
でもらえるよう、顕微鏡観察による材料組織の観察と、そのための材料の作製
という実験プログラムを組んでいます。また、基礎研究と応用研究を密接にリ
ンクさせて歩んできた本学の伝統について考えてもらうため、東北大学史料館
の訪問を合せて計画しています。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

山形県米沢市城南4-3-16
ホテルベネックス

JR「東京駅」よりJR山形新幹
線約2時間10分「米沢駅」下車
路線バス約15分「山大正門」
下車徒歩約3分

http://ckido8.yz.yamagata-u.ac.jp

プログラム：蛍光性の有機化合物を電気で光らせる装置を有機EL素子といいま
す。薄型である他、高効率発光で環境に優しい面発光デバイスとして次世代の
薄型テレビや照明器材への応用が注目されています。今回のキャンプでは、有
機蛍光物質をフラスコなどを使って実際に合成し、有機蛍光物質を使って有機
EL素子を作成します。電池などの直流電源によって光らせて、その明るさを測
定し既存の蛍光灯などの光源と比較します。また、ディスプレイなどに実際に
応用された例を見ることにより、有機ELの応用について学びます。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

茨城県つくば市天王台1-1-1
トレモントホテル

JR「上野駅」より常磐線約1時
間「ひたち野うしく駅」下車
路線バス約30分「第三学群棟
前」下車

http://www.esys.tsukuba.ac.jp/

プログラム：エネルギーの利用増加による環境問題と資源枯渇問題が懸念され
ています。これらを解決する技術として水素エネルギーや燃料電池が多く期待
を集めています。しかし、これらの技術は古くから原理は知られていながら、
なぜ今開発が盛んなのでしょうか?また近い将来に実現させるためにはどんな
ことを解決していかなければならないのでしょうか?ここでは基本原理の講義
や試作と実験等の実習を通じて、燃料電池の面白さや難しさを学んでみましょ
う。さらに最先端の研究開発の状況にも触れることによって、クリーンエネル
ギー技術全貌に迫ります。



募集人数：30名

足利工業大学　総合研究センター
2005年1月7日（金）午後5時～10日（月・祝）午後2時30分　3泊4日

知ろう･創ろう自然エネルギー

募集人数：14名

中部大学　工学部
2004年12月25日（土）午後1時～27日（月）午後1時30分　2泊3日

のぞいてみよう! 光の科学～マイクロ波からガンマ線まで～

募集人数：16名

同志社大学　エネルギー変換研究センター
2004年12月23日（木・祝）午後5時～25日（土）午後2時30分　2泊3日

次世代ゼロエミッション・エネルギー変換システムを体験しよう

募集人数：16名

大阪府立大学　農学部・先端科学研究所
2004年12月26日（日）午後1時～28日（火）午後2時30分　2泊3日

生命を支えるタンパク質、そのかたちとはたらきを知ろう

募集人数：20名

国立大学法人　鳥取大学　地域共同研究センター
2004年12月25日（土）午後1時～27日（月）午後2時30分　2泊3日

体験しよう! 風力発電の技術

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

栃木県足利市大前町268-1
ニューミヤコホテル別館（予定）

東武伊勢崎線「東武足利市駅」ま
たは、JR両毛線 「山前駅」から
大学バス約30分（配車場所　足
利市駅・山前駅）

http://www.ashitech.ac.jp/

プログラム：21世紀のエネルギーとして環境負荷の小さな自然エネルギーが注
目されています。
そこで、身近な自然エネルギーについての学習をするとともに、太陽光、風力、
バイオマスなど実際のフィールドで見学し、さらにはソーラークッカー、小型
風力発電機など簡単な自然エネルギー利用装置を手作りして、ものづくりの楽
しさと自然エネルギーのすばらしさ、有り難さを実感してもらいます。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

愛知県春日井市松本町1200
春日井中央ホテル

JR「名古屋駅」より中央本線約
27分「高蔵寺駅」下車路線バス
約10分「中部大学前バス停」下
車徒歩約7分

http://www.chubu.ac.jp/

プログラム：私達の周りにはいろんな光（電磁波）が満ちあふれています。光は私達にと
って欠かせないものです。可視光線を中心とする光で何が分かるのか、私達はどのようにし
て生活に活かしてきたのか、今後どのように使おうとしているのかを、身近な物で工作実験
したり、大学生が使う実験装置で実験したり、最先端研究装置で実験したりして、体験しな
がら光の世界（光の科学）を考えます。今回は電磁波（光）の周波数の低い所から高い所ま
で、周波数に沿って旅をします。中でも中部大学で開発している赤外・遠赤外分子レーザー
装置は世界最高性能を誇る物で、珍しい装置です。これは核融合のための超高温・高密度プ
ラズマを測定したり、高エネルギー電子ビームとの相互作用でガンマ線を発生したりする先
端研究に使われています。そのレーザーを用いた実験も行ないます。いろんな実験をしなが
ら楽しく研究者と物理や科学技術のロマンを語り合いたいと思っています。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

京都府京田辺市多々羅都谷1-3
ウェルサンピア京都

JR「大阪駅」より大阪環状線約
14分「京橋駅」乗り換えJR片町
線　約44分「同志社前駅」下車
徒歩約15分

http://www1.doshisha.ac.jp/̃ene-cent/

プログラム：同志社大学「エネルギー変換研究センター」では、文部科学省の「学術フロ
ンティア推進事業」である共同研究プロジェクト「次世代ゼロエミッション・エネルギー変
換システム」研究を実施しています。ここでは、各種内燃機関の高効率化・低公害化、燃料
電池の高効率化、および各種のエネルギー貯蔵・輸送技術の開発研究を行っています。今回
のサイエンスキャンプでは、内燃機関および燃料電池の最新の技術動向について講義を行い、
今後のエネルギー利用形態で核となるコジェネレーションシステムについて解説し、①セン
ター内に設置している200KWコジェネシステムの実作動時の熱電併給状況の把握、②ディー
ゼル機関の燃焼・排気性能実験、③燃料電池の発電実験、④磁性流体による熱輸送実験を行
います。上記の各種実験を通じて、各種のエネルギー変換機器の変換過程を体験・理解する
とともに、今後の省エネ・環境保全に関する理解を深めることを目的とします。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

大阪府堺市学園町1-1
関空ホテルサンプラス（予定）

JR「新大阪駅」より地下鉄御堂
筋線約35分「なかもず駅」下車
徒歩約20分

http://www.osakafu-u.ac.jp

プログラム：私たちの体の中ではいろいろなタンパク質が働いています。生物がも
つ設計図（ゲノム）をもとに作られるタンパク質こそが事実上の生命の担い手であり、
それらが生物の示すさまざまな活動や特長を支えています。そして、これらのタンパ
ク質のすばらしい機能はそのかたち（立体構造）にもとづいて発揮されています。そ
れぞれのタンパク質分子はどのようなかたちをして、どのようにはたらいているのか、
といったことを実験やコンピュータで実際に見て体験して下さい。キャンプでは、酵
素や光受容体などのタンパク質を扱い、そのはたらきや構造を考えます。また、それ
を通して生物あるいは生命のしくみをあらためて観てみることにしましょう。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

鳥取県鳥取市湖山町南4-101
鳥取休養センターレーク大樹

JR「鳥取駅」より山陰本線約
10分「鳥取大学前」下車徒歩
約3分

http://www.cjrd.tottori-u.ac.jp/

プログラム：風力発電は、地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）などの
環境汚染物質の排出が少ないクリーンなエネルギーです。現在、我が国では、
大規模なウィンド・ファームから住環境に適した小型風車まで、様々な風力発
電施設が導入されています。
今回のサイエンスキャンプでは、風力発電機の構造や発電のしくみ、風車翼の
性能などについて、講義・ものづくり・実験を通して学びます。 また、大学
内の研究施設や鳥取県内の大型風力発電施設などの見学も実施いたします。



国立大学法人 
北海道大学大学院 
理学研究科 

足利工業大学 
総合研究センター 

国立大学法人 
筑波大学 
工学システム学類 

国立大学法人 山形大学 
工学部  機能高分子工学科 

中部大学  工学部 

国立大学法人 
東北大学大学院 
工学研究科 

同志社大学 
エネルギー変換研究センター 国立大学法人 

北見工業大学 
工学部 

大阪府立大学 
農学部・先端科学研究所 
 
国立大学法人 鳥取大学 
地域共同研究センター 

国立大学法人 愛媛大学 
沿岸環境科学研究センター 

国立大学法人 高知大学 
海洋コア総合研究センター・ 
遺伝子実験施設 

独立行政法人  
産業技術総合研究所 
セルエンジニアリング研究部門 

※（ ）は掲載頁です。 

開催地MAP

参加申込書は
裏面をご覧下さい。

募集人数：15名

国立大学法人　愛媛大学　沿岸環境科学研究センター
2004年12月25日（土）午後0時30分～27日（月）午後2時30分　2泊3日

生命の海を科学する～海洋のミクロ生態系～

募集人数：2コースで20名

国立大学法人　高知大学　海洋コア総合研究センター・遺伝子実験施設
2004年12月25日（土）午後1時～27日（月）午後2時　2泊3日

生態系に潜む遺伝子資源と地球環境を学ぼう

募集人数：10名

独立行政法人　産業技術総合研究所　セルエンジニアリング研究部門
2005年1月5日（水）午後1時30分～7日（金）午後1時30分　2泊3日

生命とは何か～細胞の働きとコミュニケーションを探ろう～

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

大阪府池田市緑丘1-8-31
マスミ荘
「大阪駅」から阪急宝塚線約20
分「池田駅」下車徒歩約10分

http://unit.aist.go.jp/rice/

プログラム：生き物の基本単位は細胞（セル）です。生きることの本質は、ひ
とつひとつの細胞の中にあります。また、生き物が個性をもって活動すること
の本質は、細胞と細胞のコミュニケーションにあります。近年の生命科学の進
歩により、私たちはこのような「本質」の有り様を分子という「もの」の集ま
りとして理解することができるようになってきました。このような知識がどの
ような研究から生まれてきたのか、講義と実験を交えて、なるべくわかりやす
く紹介します。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

愛媛県松山市文京町2-5
国際ホテル松山
JR「松山駅」より伊予鉄道約20
分「赤十字病院前」下車徒歩約
5分

http://www.ehime-u.ac.jp/̃cmes/

プログラム：海に住む魚やクジラなどの大きな生物は、植物プランクトンを直接食べる
ことに始まる生食連鎖（捕食食物連鎖）に支えられています。また、肉眼では見えない
ほど小さな微生物は他の生物が利用できない溶存の有機物を直接食べることができます。
この微生物はより大きな生物に食べられていって先の捕食食物連鎖につながります。こ
の連鎖はマイクロビアルループ（微生物捕食食物連鎖）といって近年重要視されていま
す。今回のキャンプでは、海水の水質分析、微生物の観察と定量、および微生物を食べ
る微小プランクトンや動物プランクトンの電子顕微鏡観察や解剖などを行ない、海水一
滴中の生態系を勉強します。大きな海を支えている小さな生物に着目し、「マイクロビア
ルループ」および「捕食食物連鎖」について観察・実験をとおして勉強します。

住所：
宿舎：
交通案内：

URL：

高知県南国市物部乙200
ホリデイ・イン高知

● JR「岡山駅」よりJR瀬戸大橋線、土讃線
特急約2時間21分「後免駅」下車路線バ
ス約15分「高知大学農学部バス停」下車
徒歩約5分

●高知空港より路線バス約5分「高知大学農
学部バス停」下車徒歩約5分

http://www.rimg.kochi-u.ac.jp/jge.html
http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/index.html

プログラム：地球環境はこれまでに様々な変動を起こし、生態系を形成し生息
する生物も多種多彩です。我々が簡単に触れることのできない深海底の環境変
動の記録を明らかにしたり、我々が普段目にすることのできない生態系の微生
物の姿や痕跡を知ることによって、地球環境と生態系に潜む遺伝子資源につい
て考えてみましょう。本プログラムは、深海底で掘削された堆積物の柱状試料
（コア）の分析を通して地球の環境変動を学ぶ海洋コアコース（Aコース）と、
様々な環境にある土壌や生物試料に生息する微生物や遺伝子を分離して、その
生物学的観察と遺伝子の分子生物学的解析によって遺伝子資源について学ぶ遺
伝子資源コース（Bコース）の2つに分かれます。



新しいものを知る喜び、 
　　違う場所で出会う友達、 
　　　　そんな体験をしたくて…  

新しいものを知る喜び、 
　　違う場所で出会う友達、 
　　　　そんな体験をしたくて…  

新しいものを知る喜び、 
　　違う場所で出会う友達、 
　　　　そんな体験をしたくて… 

もりだくさんの科学技術体験合宿の 3日間（イメージ） 1Day

2Day

3Day

プログラムの説明や
指導研究者の紹介、
参加者の自己紹介が
あります。 

はじめに導入講義か
ら入り、研究者がや
さしく科学技術のお
話をします。 

研究所の中をめぐり、
研究現場や研究機器
を見学します。 

技術者の指導を受け
ながら工作機械や道
具を使い、物作りに
挑戦します。 

参加者・引率者ミーティングで、
参加者の自己紹介や体験発表な
どをしながら親睦を深めます。 

コンピュータを用い
て科学的な分析を行
います。 

開 講 式  
講　義 

見　学 

製　作 

宿舎でのミーティング 

コンピュータ  



（切り取り線）

新しいものを知る喜び、 
　　違う場所で出会う友達、 
　　　　そんな体験をしたくて… 

新しいものを知る喜び、 
　　違う場所で出会う友達、 
　　　　そんな体験をしたくて… 

1Day

2Day

3Day

キャンプスケジュールの一例 

大阪工業大学工学部応用化学科 

高分子って何？  

～プラスチックからタンパク質まで～ 

2004年3月25日～27日 

 
第1日目 
12：30 大学に集合 

13：00～13：30 開講式・プログラム概要説明 

13：30～14：00 自己紹介 

14：00～14：50 講義「高分子とは何？」 

15：10～16：00 実験「たんぱく質とは何？」 

16：15～17：30 実験「簡単なタンパク質を作る」 

18：00～19：30 懇親会 

19：45～21：30 参加者＆引率者ミーティング 

 

 
 
第2日目 

9：00～12：00 実験「プラスチックを作る」

12：00～13：00 昼食

13：00～18：30

　実験「高分子と細胞の関係を調べる」

　実験「高分子と細胞の関係を観察する」

　実験「作ったタンパク質を調べる」

　実験「プラスチックの性質を調べる」

19：00～20：00 夕食

20：00～21：30 参加者＆引率者ミーティング 

 

 
 
第3日目 

9：00～10：30 計算機実験

「タンパク質の構造を調べる」

10：30～12：00 実験のまとめの時間

12：00～13：00 昼食

13：00～14：30 実験結果報告会

（実験のまとめと感想）

14：30～15：00 閉講式

15：00 大学にて解散

班毎に活動成果を
発表するために実
験や測定の結果を
まとめます。 

実際の現場に出て、研究
作業を実習します。 

3日間のサイエンス
キャンプ活動の成果
を研究所の方々を前
に発表します 

研究者の指導のもと
に実験や研究を体験
します。 

電子顕微鏡などの最
先端装置を使って観
察します。 

高性能な装置の使い
方の指導を受けなが
ら自分で測定の体験
をします。 

サイエンスキャンプ
での体験感想を述べ、
最後に修了証が授与
されます。 

閉 講 式  

実　験 

観　察 

ま と め  

実　習 

成果発表 

測　定 



参加申込書の記入方法・応募郵送先について

１．参加希望プログラム名

参加希望プログラム名は、第１希望から第４希望まで記入できます。例えば、希望プログラムが第１希望、

第２希望のみの場合は、第３希望、第４希望は記入しなくてもかまいません。

プログラム名を記入する際は、下の表にあるように略称プログラム名にて記入して下さい。

２．希望コース（コースが分かれているプログラムのみ）

コースが分かれているプログラムは、第1希望、第2希望まで、希望するコースのアルファベット（Ａ，Ｂ）

に○印をそれぞれ１つ付けて下さい。

３．住所（自宅、学校）

自宅住所、学校住所は、都道府県名から記入して下さい。また、電話番号は参加決定者に電話連絡をとるこ

とがありますので連絡のとりやすい番号を記入して下さい。

なお、学校の寮等に入っている場合は、自宅と寮の両方の住所、電話番号を記入して下さい。

４．学校名

学校名は、正式名称を記入して下さい。都道府県立高校等は、「○○県立」等がもれないようにして下さい。

また、「学校法人○○学園」などの名称がある場合は、省略せずに記入して下さい。

５．応募郵送先

財団法人　日本科学技術振興財団　振興部　サイエンスキャンプ事務局

〒102－0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号

電話：03－3212－2454 ホームページ：http://ppd.jsf.or.jp/camp/

申込書に記入する
略称プログラム名

プログラム名 会　場　名コース

Ａ，Ｂの
2コース

国立大学法人 北海道大学大学院
理学研究科
国立大学法人 北見工業大学
工学部
国立大学法人 東北大学大学院
工学研究科
国立大学法人 山形大学
工学部 機能高分子工学科
国立大学法人 筑波大学
工学システム学類

足利工業大学 総合研究センター

中部大学 工学部

同志社大学
エネルギー変換研究センター
大阪府立大学
農学部・先端科学研究所
国立大学法人 鳥取大学
地域共同研究センター
国立大学法人 愛媛大学
沿岸環境科学研究センター
国立大学法人 高知大学 海洋コア
総合研究センター・遺伝子実験施設
独立行政法人 産業技術総合研究所
セルエンジニアリング研究部門

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

超伝導体

雪と氷の世界

新素材研究

有機の光

燃料電池

自然エネルギ

光の科学

エネルギ変換

タンパク質

風力発電

生命の海

生態系に潜む

生命とは何か

超伝導を作ろう
～高温で見い出された超伝導体の謎～
雪と氷の世界～雪結晶の仕組みから
燃える氷・メタンハイドレートまで

新素材研究の最前線を知ろう

有機の光で照らしてみよう
～有機ELを作る～

燃料電池を作って水素から電気を起こそう

知ろう・創ろう自然エネルギー

のぞいてみよう！光の科学
～マイクロ波からガンマ線まで～
次世代ゼロエミッション・
エネルギー変換システムを体験しよう
生命を支えるタンパク質、
そのかたちとはたらきを知ろう

体験しよう！風力発電の技術

生命の海を科学する
～海洋のミクロ生態系～
生態系に潜む遺伝子資源と
地球環境を学ぼう
生命とは何か
～細胞の働きとコミュニケーションを探ろう～



（切り取り線） 

 

高知大学のプログラムを希望した場合のコース 

第１希望 第２希望 第３希望 第４希望 

有   ・   無 

以前に 
応募の有無 

以前に 
参加の有無 

有   ・   無 

（濃い黒字で、はっきり書いて下さい） 

ウインター・サイエンスキャンプ参加申込書 

必
ず
保
護
者
の
承
認
と
印
を
お
願
い
し
ま
す
。




